


●は、三重県の小型底びき網の経営体数を示す（第11次漁業センサス 2003）。

図1 調査を実施した漁業協同組合

表1 三重県で営まれている小型底びき網漁業の種類

まめ板網その他の小型底びき網

貝桁網、なまこ桁あみ、
なまこ・かきけた網等

手繰り第３種

備前網、えびこぎ網、
自家用餌料びき網漁業

手繰り第２種

たたき網漁業手繰り第１種

地方名称小型底びき網漁業の種類

参考 ゴミの量 手繰り第３種＞手繰り第２種・その他の小型底引き網
（手繰り第１種は実態があまりなく海底ゴミに関するデータが得られていない）
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手繰第3種
その他（まめ板網）

2隻
2隻

香良洲漁業協同組合

その他（まめ板網）3隻伊勢湾漁業協同組合

手繰第3種
その他（まめ板網）

1隻
2隻

鈴鹿漁業協同組合

手繰第2種3隻鳥羽磯部漁業協同組合

漁法隻数組合名

表2 協力を得られた漁業協同組合での取組み状況

その他の小型底びき網
（まめ板網）

手繰り第３種

手繰り第２種

形状等が完全に一致するものではないが参考として示した。小型底びき網漁業の種類

表3 漁具のイメージ図
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サンプル受取 分類 計測

分類は、全148分類 個数・重量・容量通常操業の中でゴミ
を採取

図3 調査方法イメージ

調 査 結 果
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海底ゴミで目立つものは何か？

0 2 4 6 8 10 12

ポリ袋・ビニール袋

缶

ペットボトル

ビン

漁具

ポリ容器

（記入回答 複数回答あり 回答率92％）

海底ごみで困っていることは何か？

0 2 4 6 8 10

網が傷む

漁獲物との区別に手間がかかる

漁獲物が傷む、売り物にならない

その他

（選択回答 複数回答あり 回答率83％）
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網に入ったごみは日頃どうしているか。

0 2 4 6 8 10

そのまま捨てる

持ち帰る

その他（分からない等）

（選択回答 複数回答あり 回答率100％）

海底ゴミ回収処理想定量の算定について

• 海底ゴミの回収想定量（１ヶ月）＝1日当たりのごみの回収量
×月の操業日数×参加する船の数

• 今回の調査結果では、全組合の平均値として５．１ｋｇとの値
がある。

• 月の操業日数は、聞取り等でおおよそ１５日と仮定した。
• 参加する船の数は、第１１次漁業センサスの「営んだ漁業種

類別経営体数」から伊勢湾沿岸の木曽岬町、桑名市、川越
町、四日市市、鈴鹿市、津市、松阪市、明和町、伊勢市、鳥
羽市の伊勢湾に隣接する経営体数である５３１隻とした。（現
状の聞取りではかなりの漁業者が漁業を辞めており、この数
値は最大と認識すべき値である）

• 上記から計算すると、月に約４１トンのゴミを回収することに
なる。仮に上記の10市町村で分担すると考えると、1市町村
で４．１トンのゴミの量となる。
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まとめ
• 調査対象のすべての調査船からゴミを回収した。
• 海底ゴミの組成では、個数、重量、容量ともプラスチック類が占

める割合が高かった。このため再漂着の可能性は否定できな
いと考える。

• 海底ゴミのプラスチック類の組成から考えると特定の発生源で
はなく、広く日常生活に起因するゴミが多いと推測できる。一方、
海岸漂着ゴミのプラスチック類にはカキのパイプ、漁網、ロープ、
ブイなど発生源が特定できるものがあり、その点が異なってい
た。

• なお、海底ゴミには、海岸漂着ゴミで見られた発砲スチロール
は存在しなかった。

• ゴミの量は、1操業当たり平均で５．１±３．５kg（平均値±標準
偏差）であった。

• 仮に伊勢湾（三重県）の小型底びき網が日常操業でゴミを持ち
帰った場合でも、瀬戸内海の事例と同様に、ごみの組成・量的
にゴミ処理側で負担になるレベルではないと考える（処理困難
物は別途対応が必要）。
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伊勢湾沿岸海底ごみ実態調査（平成 21 年度 三重県） 

 
1 調査時期及び調査頻度 

 
2 調査地点 
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3 調査方法 
底引き網漁の実施 

表 底引き網漁の概要 
 
4 調査結果 

ごみの種類別量（重量・容量）（30 日間の合計値） 
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ごみの種類別の割合（重量・容量）（30 日間の合計） 
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（参考） 
回収ごみの例 
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